
島根県公共事業再評価 対応方針（案） 作成日 令和２年 ６月

番

号

事業概要・事業主体

等

事業の進捗状況 事業採択時の状況及び社会情

勢の変化等

事業効果 環境への配慮

事業を中止した場合の影響 今後の県の方針案

（事業概要）

（事業主体の根拠）

（事業採択・着手・完了予定年

度、経過年数）

（進捗状況と今後の見込み）

（事業導入の経緯・目的）

（事業を取り巻く社会情勢）

（事業に対する地元情勢・計画の熟度）

（費用対効果）

（コスト縮減・代替案等）

（その他の効果）

（生活環境・自然環境への影響）

（事業を中止した場合の影響）

（継続・中止）

８

（事業名・地区）

白上川

総合流域防災事業

（事業位置）

益田市美濃地町

（事業費）

969,000千円

（事業概要）

全体延長

L=1,350m 
築堤、掘削、護岸、

橋梁、堰

（事業主体の根拠）

河川法第９条２項

（再評価区分）

②事業採択後 10 年

を経過している継

続中の事業 

（担当部課名）

土木部河川課

（事業採択・着手・完了予定年

度、経過年数）

事業採択年度：平成２２年度

用地着手年度：平成２２年度

工事着手年度：平成２２年度

完了予定年度：令和１６年度

経過年数：１１年

（進捗状況と今後の見込み）

進捗率： ２０％

用 地： １４％

工 事： １５％

令和１６年度完成予定

（事業導入の経緯・目的）

白上川では、国管理区間上流

について広域基幹（旧中小）河川

改修事業により改修している。

また、昭和 58年 7月洪水で大き
な被害を受けた上流区間は災害

復旧事業により改修が実施され

た。

その間に位置する当事業区間

は未改修であり、現況流下能力

が低く、近年では平成 11年 6月、
平成 25年 8月豪雨により浸水被
害が発生しているため、早急な

対応が望まれている。

（事業を取り巻く社会情勢）

上流部は災害復旧事業により

改修が完了しており、当事業区

間では近年浸水被害が発生して

いることから、浸水被害の解消

が急務となっている。

（事業に対する地元情勢・計画

の熟度）

浸水被害を解消するため、沿

川住民及び益田市が、河川改修

の早期完成を強く要望してい

る。

（費用対効果）

ｂ／ｃ＝２．６２

（コスト縮減・代替案等）

事業の実施にあたって

は、残土の有効利用等コス

ト縮減に努める。

（その他の効果）

特記事項なし。

（生活環境・自然環境への影響）

改修にあたっては、現況の瀬や淵

を極力活かしながら河道幅を拡幅

し、護岸等は植生の復元や水際の多

様化が図れる工法を用いる。

（方針案）

継続

（継続・中止の理由）

現況流下能力が低

く、浸水被害の解消

が図れないことか

ら、治水対策を継続

することは必要であ

る。

（事業を中止した場合の影響）

現川の流下能力は低く、治水機能

が大きく不足している。このまま現

段階での事業中止では、家屋等への

浸水被害を解消することは困難で

ある。

・浸水被害履歴
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凡 例

改修済区間

未改修区間

想定氾濫区域
（1/10確率規模）

白上川

N
写真②

写真①

大道橋

福永橋

出会橋

長畑堰

久保田堰

新田堰
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①費　用　(億円)

事 業 費 維持管理費 合 計

基 準 年

単 純 合計 ９．６９億円 ２．８８億円 １２．５７億円

基準年における
現在価値　（Ｃ）

８．２４億円 ０．９３億円 　９．１７億円

②便　益

一般資産被害
軽減期待額

農作物被害
軽減期待額

公共土木施設
被害軽減期待額

間接被害
軽減期待額

基 準 年

完成予定年

単 年 便 益
（初年便益） ０．３７億円 ０．０１億円 　０．８０億円 　０．０５億円 　１．２３億円

基準年における
現在価値　（Ｂ）

７．０７億円 ０．２５億円 １５．４２億円 ０．８６億円 ０．４５億円 ２４．０５億円

③結果

※　間接被害：営業被害、応急対策費等の間接的被害　　※　残存価値：将来において施設が有している価値

残 存 価 値
（ 便 益 ）

合 計

Ｒ２

Ｒ１６

　　白上川　総合流域防災事業　費用便益比

費用便益比(事業全体）　Ｂ／Ｃ ２．６２

Ｒ２

被 害 軽 減 期 待 額 （ 便 益 ）
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